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1．．目目的的とと背背景景  1970年代以降先進国の経済成長は鈍化し、GDPだけではなく人々の主観的なウェルビーイング

も重視すべきという流れが世界的に高まっている（内閣府 2022 ほか）。日本は経済や社会は高度に発展したが、

幸福度は第58位と低い。生活満足度は主観的ウェルビーイングの代表的な指標であり（吉川 2014）、さらに研究

する意義は高い。従来の研究は（繰り返し）横断調査に基づくものが多かったが、過去の影響は時間の経過とと

もに薄れないことが明らかになっているため（金井 2017）、ライフコースの視点を取り入れて生活満足度の規定

要因を検討する。先行研究において生活満足度との関連が指摘されている所得、仕事、身体的健康・精神的疾患

の有無、社会的関係に加えて、家族歴・職業経歴・住宅歴が生活満足度に影響するかどうかを分析する。 
 
2．．方方法法  分析に用いるデータは東京大学社会研究所が実施している「働き方とライフコースの変化に関する全

国調査」（JLPS）のうち若年・壮年パネル調査（JLPS-Yおよび JLPS-M）である。まず、2007～2022年までの16
年分のデータに対して系列分析を適用して、経歴（住宅歴・家族歴・職歴）のパターンを析出する。系列分析と

は状態や出来事の連鎖からなる系列・配列全体の情報を記述的に縮約する手法である。もともとは生物学で多用

されてきた手法であるが、近年では社会学での応用が増えている（Elder and Giel eds. 2009=2013; Macindoe and 
Abbott 2011; 香川 2010など）。次に、他の変数をコントロールしたうえで、経歴が生活満足度に影響するかどう

かを多変量解析によって検証する。 
 
3．．結結果果 予備的な分析の結果、住宅歴では「持家継続」（55.48%）、「持家優勢」（14.01%）、「晩期持家」（10.67%）、

「公営優勢」（1.89%）、「民間賃貸優勢」（16.65%）、「社宅優勢」（1.30%）の 6つのパターンが析出された。家族

歴については「親同居優勢」（30.7%）、「親別居継続」（48.9%）、「親同居から別居（離家）」（20.4%）という 3 パ

ターンが析出された。住宅歴のうち自分の資産である持家に安心して住み続けられる「持家継続」は他のパター

ンよりも生活満足度は高く、家族歴のうち親の干渉があり自由なライフスタイルの実現が阻害される「親同居優

勢」は他のパターンよりも生活満足度は低いと予想できる。詳細な分析結果と解釈は当日報告する。 
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